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From the Department of Urology,  Tokyo  Jikei University School of Medicine
   A 72-year-old man with the chief complaint of macrohematuria was referred to our hospital in 
Feburuary 1996. On transrectal examination, the prostate was stony hard without nodules. 
Cystoscopic findings and biopsies did not confirm a transitional cell carcinoma or carcinoma in situ in 
the bladder. However transurethral nd transrectal biopsy specimens of prostate showed transitional 
cell carcinoma invading the prostate stroma. Pelvic CT scan revealed alymph node metastasis in the 
left iliac artery region. Under the diagnosis of primary transitional cell carcinoma of the prostate, 
radical cystoprostatectomy and lymph node dissection were performed after two courses of neo-
adjuvant systemic hemotherapy. Pathologically no viable transitional cell carcinoma could be found 
in any of the specimens. Thus neo-adjuvant systemic hemotherapy was very effective in this case. 
                                             (Acta Urol. Jpn.  44: 415-417,1998)






















らか な異常所見 を認 めない.経 直腸超音波検査では前
立腺 は全体 的に内部 エコー不均一で,一 部膀胱頸部へ
突 出する腫瘤性病変 として認 め られ,経 腹的超音 波カ
ラー ドップラー法において も,前 立腺か ら膀胱頸部 に
いた る,直 径7cmの 血流 に富 む腫瘤性 病変 を認 め
た.ま た,同 腫瘍性病変 はMRITI強 調矢状断像 に
おいて,直 径7cmのlowintensitymassとして認め
られ,膀 胱 底 部 の粘 膜 を押 し上 げ る形 態 を と り,
dynamicMRI早期像で は血流分布に富 み後期像 では
軽 度 造 影剤 効果 を認 め た(Fig.1).なお,骨 盤 部
MRI,CTに て左 内腸 骨 リンパ節 の腫 大 を認め,転
移が疑われた(Fig.2).以上の検査所見 よ り,前 立腺
癌,も しくは膀胱癌の前立腺浸潤 を疑 い,1996年3月
18日,経直腸前立腺生検,尿 道膀胱鏡検査,経 尿 道的
前立腺,膀 胱頸部,三 角部生検 を施行 した.
手術所見:経 直腸前立腺針生検 は,左 右 それぞれ3
カ所ずつ生検 を施行.つ いで,膀 胱鏡にて尿道か ら膀
胱 内を観察する と,前 立腺部尿道 は全周性 に粗造であ































な腫瘤性病変は認 めなか った.膀 胱頸部お よび三角部
の生検 を施行 し,手 術 を終了 した.
病理組織学的所見:前 立腺生検にて得 られた検体に
は,す べ てgrade3成分 か らなる移行 上皮癌が検 出
され,前 立腺 問質へ の著 明な浸潤が認め られた(Fig.
3).内視 鏡的 に切 除 した前 立腺組 織 か ら もgrade3
成分か らなる移行上皮癌 が検 出され,針 生検組織 と同
様に間質への広汎 な浸潤 を認め,前 立腺部尿道粘膜で
も同様 な所見 を認 めた.膀 胱 内の生検組織 には,腫 瘍
細胞の増生 は認 め られず.上 皮の異形成 なども認 めな
か った.
以上の検査所見 よ り,前 立腺 移行上皮癌stageDl













































が重要 とされてお り,それに対 し,経直腸的前立腺生
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